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１．概要（Summary） 

これまでの研究結果、ガラススライド上に描画したナノパタ

ーンに DNAを張り、DNAカーテンを蛍光顕微鏡観察す

ることができた。本報告書では、さらに詳細に検討するた

め、DNA 上にコンデンシンと呼ばれるタンパク質をロード

して、そのトランスロケーションを蛍光顕微鏡観察すること

を試みる。コンデンシンは、細胞の有糸分裂期に染色体

の構造形成を担うタンパク質で、その構造形成の分子機

構は明らかではない。コンデンシンの DNA 上におけるダ

イナミクスを観察することによって、その分子機構を明らか

にできると期待される。 

 

２．実験（Experimental） 

【利用した主な装置】 

ウエハスピン洗浄装置、高速高精度電子ビーム描画装

置、厚膜フォトレジスト用スピンコーティング装置、電子線

蒸着装置 

 

【実験方法】 

まず、ウエハスピン洗浄装置を用いてガラススライドを

洗浄した。次に、厚膜フォトレジスト用スピンコーティング

装置を HMDSを塗布した。さらに、スピンコーターを用い

て PMGI-SF5S、ZEP-520A、エスペーサーを塗布した。

そして、高速高精度電子ビーム描画装置を用いてパター

ンの描画を行った。その後、ドラフトチャンバーにおいて

現像・エッチングを行い、電子線蒸着装置を用いてクロム

を蒸着した。最後に、ドラフトチャンバーにおいてリフトオ

フを行い、ガラススライド上にパターンを描画した。 

 描画したパターンにDNAを固定し、そのDNAをYoYoI

と呼ばれる蛍光色素で蛍光標識し、全反射蛍光顕微鏡

観察した。さらにそのDNA上にコンデンシンタンパク質を

ロードして観察した。 

３．結果と考察（Results and Discussion） 

ガラススライド上に描画したナノパターンに DNA を固

定し DNA カーテンを蛍光顕微鏡観察することができた

（Fig. 1 upper）。さらに、その DNA 上にコンデンシンと

呼ばれるタンパク質をロードして、そのトランスロケーショ

ンを蛍光顕微鏡観察することができた（Fig. 1 below）。 
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６．関連特許（Patent） 

なし 

Fig. 1 Condensin molecule on DNA curtain. 


